
「ロボットビジネス
と地方創生」の関係
～「スマート農業」普及の支援例～
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三井住友海上火災保険㈱営業推進部 地方創生推進PT（統括）

NPO法人ロボットビジネス支援機構（RobiZy）創設者
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三井住友海上の地方創生取組

地域産業振興

サイバーリスク

健康経営

農業ビジネスロボット産業

起業家支援

ＳＤＧｓ

事業承継

働き方改革

販路拡大

防災・減災活動支援

ＢＣＰ※

交通事故防止

グリーンレジリエンス

地域社会貢献

県産品ＰＲ

地域見守り

文化・スポーツ振興

※ＢＣＰ(事業継続計画)･･･災害など緊急事態発生時に、企業が
損害を最小限に抑え、事業の継続や普及を図るための計画

全国120を超える自治体と連携協定を結び、地域課題解決を支援

＜主な支援メニュー＞



プロフィール ～29年間、三井住友海上を牽引！～

 ①1992年～４年間：名古屋北支店にてリテール営業に従事

⇒独自ビジネスモデルに基づく企業開拓の実績により「社長賞」を受賞

 ②1996年～８年間：本社・自動車保険部にて販売戦略、商品・サービス開発を担当

 ③2004年～４年間：大阪・関西業務部にて関西エリアの自動車マーケットを統括

⇒「映像記録型ドラレコの活用」「アルコール検知器を活用した残酒対策」等、
その後、業界スタンダードとなる自動車事故防止サービス施策を多数開発

 ④2008年～３年間：本社・傷害長期保険部にて「企業のメンタルヘルス対策」
「健康管理で労災事故防止」などのサービス施策を開発

 ⑤2011年～８年間：本社・公務開発部にて経済産業省・農林水産省など中央省庁への
提言・提案活動、全国の自治体との「官民連携スキーム」を展開

⇒ロボット革命イニシアティブ協議会コアメンバー、埼玉県ロボットプロジェクト
事業化推進アドバイザー、農林水産省「アグリビジネス創出フェア」技術審査員等

2017年10月、NPO法人ロボットビジネス支援機構（RobiZy＝ロビジー）を創設、
副理事長に就任。現在までに約230会員の組織化に成功

 ⑥2019年～ 2021年3月末：本社・営業推進部にて三井住友海上の営業部門を統括

⇒「地方創生取組（社会課題解決サポート）」に注力。全国120超の自治体との
連携協定締結に成功。スマート農業、テック系ベンチャーの支援活動を展開

三井住友海上のドライブレコーダー
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三井住友海上のドライブレコーダー付自動車保険
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青森銀行100％出資のあおもり創生パートナーズ㈱様の会報誌
「Région」連載(2020年6月号・7月号)記事

「この人に聞きたい『ロボットビジネスと地方創生』」
のサマリー（👇）が閲覧可能

https://www.aomori-creation-partners.co.jp/story/

人手不足対策 労災事故防止

新産業の創出高付加価値化

「ロボットビジネスと地方創生」の関係

北河博康（三井住友海上火災保険㈱営業推進部次長、RobiZy創設者）
若林千莉（NPO法人ロボットビジネス支援機構（RobiZy）事務局）
佐々木剛（ビジネスソリューションパートナーズ合同会社代表社員/CEO）
※敬称略

https://www.aomori-creation-partners.co.jp/story/20201001_sup/page1.html
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ロボットビジネスのプラットフォームを構築

【「ロボットと人が共存する社会」を実現するための課題例】

●「ユーザーニーズを踏まえた実用的なロボットの開発」

●「リスク対策（保険を含む）など安全面の確保」

●「実証実験から社会実装（ビジネス・事業化）へ」

●「現場での運用方法・ルールの確立」

このようなロボットを取り巻く課題の解決と社会ニーズに応える
べく、三井住友海上、ロボットメーカー、販売会社、大学、自治体
など、ロボットビジネスに携わる方々と連携し、ロボットビジネス
支援機構（RobiZy）を設立（2017年10月にNPO法人化）

ネットワーク型の組織運営により、ロボットビジネスのエコシス
テムを形成し、安全・安心で円滑・継続的なロボットビジネスの
実現を図ることを目的として、230超の会員が精力的に活動中
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NPO法人ロボットビジネス支援機構（RobiZy）とは

ロボットビジネスの様々な課題を解決！

ロボットビジネスに携わる方々とユーザーをつなぐ（橋渡しをする）
プラットフォーム！
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RobiZyの活動イメージ



RobiZy設立記念セミナー＠三井住友海上／１周年記念シンポジウム＠東京大学（右下）の光景
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ロボットビジネスで世の中を変革する！
 ロボット・ＡＩ・ＩｏＴ等テック系ベンチャーや、優れた技術・サービスを
有する企業等の交流＆参入を専門家ネットワークと連携して支援することに
より、産業の新陳代謝を促し、地域活性化と社会課題の解決を実現する

 「『はみ出し者』が世界を動かす！」がRobiZyのキャッチフレーズ



セミナー講演・デモ展示会等を展開
 国・自治体・業界団体等と連携したセミナー企画やデモ展示を展開中！

東京ビッグサイト等で
講演＆デモ展示！
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医療現場へのロボット導入事例
遠隔検温ロボット（THK）

UV消毒ロボット（ファームロイド）

新型コロナ禍、
ロボット導入の
検討が増加！

殺菌剤噴射ロボット（Panasonic）
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アバター（遠隔操作）ロボットの例
警備アバターロボット（Mira Robotics）



飲食業界におけるロボット開発・導入の支援例

土日の売上が
３､４万円アップ

大学発ロボットベンチャーと厨房機器の
大手企業をマッチングし、下膳配膳ロボット
の開発・実証実験および現場導入を支援！

13【出典】ニチワ電機株式会社
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(農)ながさき南部生産組合
代表 近藤一海氏（左側）
※日本農業法人協会副会長
長崎県農業法人協会 会長

【出典】スキューズ株式会社

農業界と産業界（ロボットメーカー）をマッチングし
「トマト収穫ロボット」開発プロジェクトをプロデュース！

農業用ロボットの開発プロジェクト支援例
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農業界へのロボット・ドローンのマッチング支援例
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農業の担い手不足をカバーする農業用ロボット例

●自律走行しながら、AIで収量データや
環境データなどをオートセンシング

●積載量100kgで、様々な機材を積んだ
モビリティとしても活用できる

●収穫適期の作物をAI画像認識で判
断し、ロボットアームで自動収穫

●最大7時間連続で稼働。夜間も収穫
●白い線を設置するだけで自動走行
●籠が満杯になるとスマホに通知

⇒RaaSモデルで初期費用と
メンテナンス費用が不要

農業用マルチロボット
（銀座農園）

アスパラガス収穫ロボット
（inaho）


